
東社協 東京都高齢者福祉施設協議会 高齢者福祉研究大会（アクティブ福祉 in 東京'08） ※無断転載・複製を禁じます  

【メモ欄】

<取り組んだ課題> 

◎介護事故を防止するためには何をすべきか 

・ヒヤリハット事案の有効的な検証方法を確立する。 

・個々の在苑者の具体的なリスクを抽出する。 

・段階的、継続的に職員教育を行う。 

・ＯＴ，ＰＴとの密な情報共有を行う。 

・職員のストレスマネジメントを行う。 

・科学的根拠による裏付けを行う。 

<具体的な取り組み> 

・ヒヤリハット事案が発生した段階で施設独自の「検討

事項」にその内容と暫定的対応を記入。平行して職員相

互の協議において事故防止について対応策を決定してい

く。 

・施設独自のリスクアセスメント表を作成。アセスメン

ト表から導き出された事故リスクに対するケアサービス

をケアプランに組み込み、実行に移す。 

・事故対策委員会を介護職員主導で行い、能動的に介護

事故への取り組み強化を図る。 

・ＯＴ，ＰＴに対して日常の介助場面で事故のリスクを

排除・軽減する観点から介護職員が疑問や質問等を施設

独自の「指示書」にて提出し回答してもらいその後のケ

アに役立てる。 

・施設内で発生した事故について発生の時間帯、場所、

人員体制との関連性を検証し、在苑者の行動を制限する

ことなく事故を防ぐ体制を整備する。 

<活動の成果と評価> 

・職員一人一人に「事故を起こさない」という強い責任

感が生まれ、組織全体が活性化した。 

・職員の観察力が向上し、情報の伝達方法や記録方法等

に工夫が見られるようになり、職員がチームとして機能

し始めた。 

・施設内でそれぞれの役割が明確になると共に、ボトム

アップ的な提案事項が施設の決定事項として取り入れら

れるようになり、職員のモチベーションアップに繋がっ

た。 

・経験や勘のみに頼ることなく、科学的根拠に基づいた

ケアサービスが提供できるようになり、在苑者、ご家族

からは「安心して生活できる、大変喜ばしいこと」と評

価して頂いた。 

<今後の課題> 

・個々の職員の介護技術を含めた能力開発。 

・この取り組みを継続的に行うことができるシステム作

り。 

・職員の配置を含めた職場環境の整備。 

・リスクアセスメントの精度アップ。

今回の発表の施設 

またはサービスの 

概要     

愛生苑は平成９年に開設し８０名の在苑者が生活されています。「優しさと温かさ」

の理念のもとに、全職員が在苑者一人一人に最良の生活空間を提供することを目指

しています。 
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事故防止対策
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安全と安心こそ真のサービス也

介護事故ゼロへの挑戦

福祉課長 広瀬 裕介（ひろせ ゆうすけ） 生活相談員 五箇 忠司（ごか ただし） 
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